※　令和２年国勢調査確定値に基づき、令和３年１月１日現在の人口と世帯数を修正しています。
（修正箇所：１　長崎県の人口の推移、２　長崎県の人口、３　地域別人口、１０　世帯）[image: image1.emf]表３　前年からの自然増減数

＜総数＞ （単位：人）

佐 々 町 11長 崎 市 △ 2,547

長 与 町 2佐世保市 △ 1,391

諫 早 市 △ 636

南島原市 △ 530

五 島 市 △ 485

雲 仙 市 △ 370

平 戸 市 △ 369

島 原 市 △ 358

対 馬 市 △ 324

西 海 市 △ 311

増加（２市町）

減少（19

市町中上位10市町

）

長崎県計　　△8,396


令和２年長崎県異動人口調査結果

                        （推計人口年間集計結果）
長崎県県民生活環境部統計課
[image: image2.emf]（参考）

＜日本人＞ （単位：人）

佐 々 町 11長 崎 市 △ 2,547

長 与 町 2佐世保市 △ 1,396

諫 早 市 △ 636

南島原市 △ 529

五 島 市 △ 486

雲 仙 市 △ 370

平 戸 市 △ 368

島 原 市 △ 358

対 馬 市 △ 324

西 海 市 △ 311

増加（２市町）

減少（19

市町中上位10市町

）

長崎県計　　△8,396


毎月の推計人口を算出するため実施している長崎県異動人口調査の令和２年１月から12月までの集計結果をとりまとめました。
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[image: image4.emf]表２　前年からの人口増減数

＜総数＞ （単位：人）

大 村 市

373

長 崎 市

△ 4,900

佐 々 町

84

佐世保市

△ 3,219

諫 早 市

△ 836

南島原市

△ 827

対 馬 市

△ 707

平 戸 市

△ 636

島 原 市

△ 620

雲 仙 市

△ 567

壱 岐 市

△ 467

西 海 市

△ 463

増加（２市町） 減少（19

市町中上位10市町

）

長崎県計　　△14,751

[image: image5.emf]（参考）

＜日本人＞ （単位：人）

大 村 市

427

長 崎 市

△ 4,363

佐 々 町

67

佐世保市

△ 3,047

南島原市

△ 830

諫 早 市

△ 790

対 馬 市

△ 700

平 戸 市

△ 608

島 原 市

△ 601

雲 仙 市

△ 588

西 海 市

△ 470

壱 岐 市

△ 450

減少（19

市町中上位10市町

）

長崎県計　　△13,858

増加（２市町）

１　長崎県の人口の推移
[image: image6.emf]表５　前年からの社会増減数

<総数＞ （単位：人）

大 村 市

385

長 崎 市

△ 2,353

佐 々 町

73

佐世保市

△ 1,828

五 島 市

69

対 馬 市

△ 383

小値賀町

13

南島原市

△ 297

平 戸 市

△ 267

島 原 市

△ 262

長 与 町

△ 236

時 津 町

△ 233

諫 早 市

△ 200

雲 仙 市

△ 197

長崎県計　　△6,355

増加（４市町） 減少（17

市町中上位10市町

）


２　長崎県の人口

令和３年１月１日現在の長崎県の人口は1,309,932人(男615,903人、女694,029人)で、令和２年１月から12月までの１年間で、人口増減数は14,751人減(増減率△1.11％)となっており、その内訳をみてみると、自然増減数が8,396人減(増減率△0.63％)、社会増減数が6,355人減(増減率△0.48％)となっている。
３　地域別人口
令和３年１月１日現在の県人口を市部・郡部別にみると、市部人口は1,170,829人(男549,979人、女620,850人)で、郡部人口は139,103人(男65,924人、女73,179人)であり、これを構成比でみると、市部は県全体の89.38％、郡部は10.62％となっている。
また、この１年間の人口の増減は、市部は13,681人減(増減率△1.16％)、郡部は1,070人減(増減率△0.76％)となっている。（表１参照）
[image: image7.emf]（参考）

<日本人＞ （単位：人）

大 村 市

438

長 崎 市

△ 1,816

佐 々 町

56

佐世保市

△ 1,651

五 島 市

37

対 馬 市

△ 376

小値賀町

13

南島原市

△ 301

長 与 町

△ 246

島 原 市

△ 243

平 戸 市

△ 240

雲 仙 市

△ 218

松 浦 市

△ 182

西 海 市

△ 159

長崎県計　　△5,462

増加（４市町）

減少（17

市町中上位10市町

）


４　市町別人口増減数・増減率
令和３年１月１日現在の市町別の人口増減数について、最も増加数が大きかったのは大村市373人(0.39％)で、佐々町84人(0.61％)と続き、計２市町で増加した。最も減少数が大きかったのは長崎市△4,900人(△1.19％)で、以下、佐世保市△3,219人(△1.31％)、諫早市△836人(△0.62％)、南島原市△827人(△1.93％)、対馬市△707人(△2.42％)と続き、19市町で減少している。（表２上段参照）
日本人の人口増減数は、最も増加数が大きかった大村市427人(0.45％)で、佐々町67人(0.49％)と続き、計２市町で増加した。最も日本人の減少数が大きかったのは長崎市△4,363人（△1.07％）で、以下、佐世保市△3,047人（△1.24％）、南島原市△830人（△1.95％）、諫早市△790人（△0.59％）、対馬市△700人（△2.41％）と続き、19市町で減少している。（（参考）＜日本人＞参照）
一方、外国人は最も増加数が大きかった五島市33人（27.27％）をはじめ、以下、松浦市23人（15.33％）、雲仙市21人（4.54％）と続き、計９市町で増加した。最も外国人の減少数が大きかったのは長崎市△537人（△23.27％）で、以下、佐世保市△172人（△9.44％）、時津町△134人（△41.61％）と続き、11市町で減少した。なお、小値賀町では外国人の増減はなかった。（（参考）＜外国人＞参照）
[image: image8.emf]表９　県外からの転入・転出者数 （参考）

＜総数＞ （単位：人） ＜日本人＞ （単位：人）

福 岡 6,030福 岡 9,215 福 岡 5,823福 岡 8,920

東 京 1,847東 京 2,539 東 京 1,768東 京 2,436

佐 賀 1,543佐 賀 1,997 佐 賀 1,487佐 賀 1,912

熊 本 1,258神 奈 川 1,582 熊 本 1,205神 奈 川 1,560

神 奈 川 1,187熊 本 1,376 神 奈 川 1,164熊 本 1,293

鹿 児 島 966大 阪 1,111 鹿 児 島 951大 阪 1,030

大 阪 875鹿 児 島 1,018 大 阪 836鹿 児 島 1,006

愛 知 873愛 知 975 愛 知 818愛 知 923

広 島 782沖 縄 828 広 島 752沖 縄 805

大 分 713大 分 820 大 分 695大 分 796

転入（

上位10都道府県

） 転出（

上位10都道府県

）

長崎県計(転出超過数）　△6,395

転入（

上位10都道府県

） 転出（

上位10都道府県

）

長崎県計(転出超過数）　△5,500


図２　市町別人口増減率（総数）
[image: image9.emf]表１０　１年間の県外転入・転出者数  総数

（単位：人）

北 海道 211 245 △ 34 京 都 381 411 △ 30

青 森 71 84 △ 13 大 阪 875 1,111 △ 236

岩 手 37 18 19 兵 庫 489 683 △ 194

宮 城 94 112 △ 18 奈 良 70 85 △ 15

秋 田 19 42 △ 23 和 歌山 43 39 4

山 形 34 41 △ 7 鳥 取 56 48 8

福 島 71 63 8 島 根 71 94 △ 23

茨 城 149 203 △ 54 岡 山 185 234 △ 49

栃 木 87 79 8 広 島 782 806 △ 24

群 馬 51 109 △ 58 山 口 455 557 △ 102

埼 玉 465 580 △ 115 徳 島 83 81 2

千 葉 507 714 △ 207 香 川 119 114 5

東 京 1,847 2,539 △ 692 愛 媛 114 162 △ 48

神 奈川 1,187 1,582 △ 395 高 知 51 54 △ 3

新 潟 68 66 2 福 岡 6,030 9,215 △ 3,185

富 山 32 35 △ 3 佐 賀 1,543 1,997 △ 454

石 川 65 47 18 熊 本 1,258 1,376 △ 118

福 井 33 41 △ 8 大 分 713 820 △ 107

山 梨 37 48 △ 11 宮 崎 459 450 9

長 野 51 76 △ 25 鹿 児島 966 1,018 △ 52

岐 阜 97 85 12 沖 縄 580 828 △ 248

静 岡 197 237 △ 40 外 国 1,808 1,571 237

愛 知 873 975 △ 102 不 明 712 731 △ 19

三 重 133 125 8

滋 賀 104 127 △ 23 合 計 24,363 30,758 △ 6,395

都道府県 転 入 転 出

転出入

超過数

都道府県 転 入 転 出

転出入

超過数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
[image: image10.emf]※平成24年の増減率は平成23年に対する率


図３　市町別人口増減率（外国人）
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＜外国人＞ （単位：人）

五 島 市

33

長 崎 市

△ 537

松 浦 市

23

佐世保市

△ 172

雲 仙 市

21

時 津 町

△ 134

佐 々 町

17

大 村 市

△ 54

川 棚 町

11

諫 早 市

△ 46

長 与 町

10

平 戸 市

△ 28

新上五島町

10

島 原 市

△ 19

西 海 市

7

壱 岐 市

△ 17

南島原市

3

東彼杵町

△ 10

対 馬 市

△ 7

※小値賀町は増減なし

増加（９市町） 減少（11

市町中上位10市町

）

長崎県計　　△893


５　自然動態
令和２年１月から12月までの１年間の県全体の自然増減数（出生数と死亡数の差）は、出生が9,257人、死亡が17,653人で、死亡数が出生数を上回ったため、8,396人の減少となった。
令和元年(出生9,637人、死亡17,686人)と比較すると、出生数は380人減少し、死亡数は33人減少しているため、昨年の自然増減数(△8,049人)と比べ、347人減少数が大きくなった。また、自然増減率は△0.63％で前年(△0.60％)に比べ0.03ポイント減少率が大きくなった。

市町別の自然増減数は、佐々町(11人)、長与町(2人)の２町で増加し、長崎市(△2,547人)、佐世保市(△1,391人)、諫早市(△636人)、南島原市(△530人)、五島市(△485人)と続き、19市町で減少している。（表３参照）
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図５長崎県の社会動態の推移
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図６長崎県の社会動態の推移（日本人）
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直近10年の出生数・死亡数の推移を見ると、出生数は減少、死亡数は増加の傾向にあったが、令和２年は死亡数が昨年に比べ減少した。なお、総数でみると平成14年に初めて死亡数が出生数を上回って以来、自然増減数はマイナスの数値になっている。（表４、図４参照）
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図７長崎県の社会動態の推移（外国人）

増減数

転入数

転出数

[image: image16.emf]（参考）

<外国人＞ （単位：人）

五 島 市

32

長 崎 市

△ 537

松 浦 市

23

佐世保市

△ 177

雲 仙 市

21

時 津 町

△ 132

佐 々 町

17

大 村 市

△ 53

川 棚 町

12

諫 早 市

△ 46

長 与 町

10

平 戸 市

△ 27

新上五島町

10

島 原 市

△ 19

西 海 市

7

壱 岐 市

△ 17

南島原市

4

東彼杵町

△ 10

対 馬 市

△ 7

※小値賀町は増減なし

増加（９市町） 減少（11

市町中上位10市町

）

長崎県計　　△893


６　社会動態

令和２年１月から12月までの１年間の県全体の社会増減数は、転入が45,361人、転出が51,716人で、6,355人の転出超過となった。（転入、転出はそれぞれ県内異動を含む）

令和元年(転入47,766人、転出54,355人)と比較すると、転入数は2,405人減少し、転出数は2,639人減少しているため、昨年の転出超過数(6,589人)より234人転出超過数が改善した。また、社会増減率は△0.48％で、前年(△0.49％)と比べ、減少率は0.01ポイント小さくなった。

市町別の社会増減数は、大村市(385人)、佐々町（73人）、五島市(69人)、小値賀町（13人）の４市町で増加し、長崎市(△2,353人)、佐世保市(△1,828人)、対馬市(△383人)、南島原市(△297人)、平戸市(△267人)など17市町で減少した。（表５参照）
日本人の社会増減は、転入が42,896人、転出が48,358人で、5,462人の転出超過となり、令和元年（転入42,774人、転出49,933人）と比較して、転入は122人の増加、転出は1,575人の減少で、令和２年１月から12月までの１年間の転出超過数は令和元年1年間より1,697人減少した。
外国人については、令和元年が570人の転入超過（転入4,992人、転出4,422人）であり、令和２年１月から12月までの１年間は転入が2,465人、転出が3,358人で、893人の転出超過となっている。
[image: image17.emf]年 出生数 死亡数 自然増減数

H23 11,772 16,732 -4,960

H24 11,762 16,795 -5,033

H25 11,582 17,261 -5,679

H26 11,418 17,110 -5,692

H27 11,059 16,901 -5,842

H28 10,973 17,205 -6,232

H29 10,611 17,530 -6,919

H30 10,182 17,713 -7,531

R1 9,637 17,686 -8,049

R2 9,257 17,653 -8,396

表４　長崎県の出生数・死亡数の推移　総数（単位：人）
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図４長崎県の自然動態の推移総数
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[image: image19.emf]年

転入数 転出数 社会増減数

H23 50,753 55,248 -4,495

H24 50,501 55,559 -5,058

H25 49,695 55,285 -5,590

H26 49,309 54,908 -5,599

H27 52,534 55,691 -3,157

H28 50,337 55,219 -4,882

H29 49,641 56,730 -7,089

H30 49,951 56,007 -6,056

R1 47,766 54,355 -6,589

R2 45,361 51,716 -6,355

表６　長崎県の転入数・転出数の推移　総数　（単位：人）


[image: image20.emf]年

転入数 転出数 社会増減数

H23 48,763 53,050 -4,287

H24 48,155 53,150 -4,995

H25 46,777 52,969 -6,192

H26 46,155 52,166 -6,011

H27 46,657 52,434 -5,777

H28 44,870 50,378 -5,508

H29 44,931 50,768 -5,837

H30 45,241 51,628 -6,387

R1 42,774 49,933 -7,159

R2 42,896 48,358 -5,462

表７　長崎県の転入数・転出数の推移　日本人（単位：人）

平成23年からの転入数・転出数の推移を見ると、常に転出数が転入数を上回り、社会増減数がマイナスの数値になっている。転出超過数は平成27年に改善されたが、平成29年に大きく増加した。（表６、図５参照）
[image: image21.emf]年

転入数 転出数 社会増減数

H23 1,990 2,198 -208

H24 2,346 2,409 -63

H25 2,918 2,316 602

H26 3,154 2,742 412

H27 5,877 3,257 2,620

H28 5,467 4,841 626

H29 4,710 5,962 -1,252

H30 4,710 4,379 331

R1 4,992 4,422 570

R2 2,465 3,358 -893

表８　長崎県の転入数・転出数の推移　外国人（単位：人）


　
日本人について平成23年からの転入数・転出数の推移は、常に転出数が転入数を上回り、社会増減数がマイナスの数値になっている。（表７、図６参照）
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図８　市町別県内転出入超過数　総数
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人数 率 人数 率 人数 率 人数

率

0～4歳 1,588 7.7 1,583 7.7 0～4歳 1,294 5.8 1,440 5.2

5～9歳 979 4.7 971 4.7 5～9歳 893 4.0 980 3.5

10～14歳 521 2.5 513 2.5 10～14歳 493 2.2 537 1.9

15～19歳 1,474 7.1 1,485 7.2 15～19歳 1,753 7.9 3,684 13.3

20～24歳 2,582 12.5 2,586 12.6 20～24歳 4,088 18.4 6,422 23.1

25～29歳 3,074 14.9 3,081 15.0 25～29歳 3,424 15.4 3,898 14.0

30～34歳 2,447 11.9 2,448 11.9 30～34歳 2,434 10.9 2,548 9.2

35～39歳 1,831 8.9 1,824 8.9 35～39歳 1,822 8.2 1,962 7.1

40～44歳 1,310 6.4 1,302 6.3 40～44歳 1,406 6.3 1,485 5.3

45～49歳 1,199 5.8 1,200 5.8 45～49歳 1,303 5.8 1,355 4.9

50～54歳 1,007 4.9 996 4.8 50～54歳 913 4.1 984 3.5

55～59歳 700 3.4 695 3.4 55～59歳 717 3.2 658 2.4

60～64歳 470 2.3 456 2.2 60～64歳 628 2.8 469 1.7

65～69歳 310 1.5 312 1.5 65～69歳 466 2.1 352 1.3

70～74歳 296 1.4 297 1.4 70～74歳 269 1.2 296 1.1

75～79歳 152 0.7 151 0.7 75～79歳 135 0.6 181 0.7

80～84歳 212 1.0 211 1.0 80～84歳 88 0.4 189 0.7

85～89歳 239 1.2 240 1.2 85～89歳 93 0.4 200 0.7

90～94歳 162 0.8 164 0.8 90～94歳 43 0.2 114 0.4

95～99歳 56 0.3 56 0.3 95～99歳 14 0.1 20 0.1

100歳以上 10 0.0 10 0.0 100歳以上 1 0.0 3 0.0

年齢不詳 - - - - 年齢不詳 - - - -

計 20,619 20,581 計 22,277 27,777

表１１　年齢別の県内転入・転出状況　日本人 表１２　年齢別の県外転入・転出状況　日本人

年齢

転入 転出

年齢

転入 転出


外国人について平成23年からの転入数・転出数の推移を見ると、平成27年に大幅に転入超過、平成29年に大幅に転出超過となっている。平成30年及び令和元年は転入超過となったが、令和２年は再び転出超過となった。（表８、図７参照）
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図９　年齢別の県内転入・転出状況　日本人 図１０　年齢別の県外転入・転出状況　日本人
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[image: image25.emf]表１３　１年間の世帯増減数　総数

（単位：世帯）

大 村 市 632長 崎 市 △ 590

諫 早 市 246佐 世 保 市 △ 358

長 与 町 122対 馬 市 △ 156

佐 々 町 86平 戸 市 △ 142

雲 仙 市 71南 島 原 市 △ 114

川 棚 町 39新上五島町 △ 85

島 原 市 30西 海 市 △ 65

波 佐 見 町 25東 彼 杵 町 △ 33

松 浦 市 △ 28

五 島 市 △ 26

増加（８市町） 減少（13市町中上位10市町）

長崎県計　△384


７　県外異動
令和２年１月から12月までの１年間の県外との異動状況は転入24,363人(前年26,784人)、転出30,758人(前年33,324人)で、6,395人(前年6,540人)の転出超過となった。

本県への転入数が最も多かったのは福岡県(6,030人)で、次に東京都(1,847人)、佐賀県(1,543人)の順となっている。また、転出数が最も多かったのは福岡県(9,215人)、次に東京都(2,539人)、佐賀県(1,997人)の順となっている。転入転出ともに多かった福岡県については、転出超過数は3,185人である。
日本人の県外との異動状況は転入22,277人(前年22,261人)、転出27,777人(前年29,387人)で、5,500人(前年7,126人)の転出超過となった。
（表９、表１０参照）
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[image: image27.emf]表１　地域別人口

令和３年１月１日現在

（単位：人、％）

県　　計 市　　部 郡　　部 長崎市 佐世保市 島原市 諫早市

人 口 1,309,932 1,170,829 139,103 408,350 242,763 43,228 133,579

構 成 比 100 89.38 10.62 31.17 18.53 3.30 10.20

人 口 増 減 △ 14,751 △ 13,681 △ 1,070 △ 4,900 △ 3,219 △ 620 △ 836

人口増減率 △ 1.11 △ 1.16 △ 0.76 △ 1.19 △ 1.31 △ 1.42 △ 0.62

自 然 増 減 △ 8,396 △ 7,864 △ 532 △ 2,547 △ 1,391 △ 358 △ 636

自然増減率 △ 0.63 △ 0.67 △ 0.38 △ 0.62 △ 0.56 △ 0.82 △ 0.47

社 会 増 減 △ 6,355 △ 5,817 △ 538 △ 2,353 △ 1,828 △ 262 △ 200

社会増減率 △ 0.48 △ 0.49 △ 0.38 △ 0.57 △ 0.74 △ 0.60 △ 0.15

（単位：人、％）

大村市 平戸市 松浦市 対馬市 壱岐市 五島市 西海市

人 口 95,503 29,232 21,203 28,385 24,854 34,330 26,150

構 成 比 7.29 2.23 1.62 2.17 1.90 2.62 2.00

人 口 増 減 373 △ 636 △ 396 △ 707 △ 467 △ 416 △ 463

人口増減率 0.39 △ 2.16 △ 1.82 △ 2.42 △ 1.84 △ 1.19 △ 1.73

自 然 増 減 △ 12 △ 369 △ 237 △ 324 △ 294 △ 485 △ 311

自然増減率 △ 0.01 △ 1.25 △ 1.09 △ 1.11 △ 1.16 △ 1.39 △ 1.16

社 会 増 減 385 △ 267 △ 159 △ 383 △ 173 69 △ 152

社会増減率 0.40 △ 0.91 △ 0.73 △ 1.31 △ 0.68 0.20 △ 0.57

（単位：人、％）

雲仙市 南島原市 西彼杵郡 東彼杵郡 北松浦郡 南松浦郡 県　　計

人 口 41,097 42,155 70,076 35,349 16,219 17,459 1,309,932

構 成 比 3.14 3.22 5.35 2.70 1.24 1.33 100

人 口 増 減 △ 567 △ 827 △ 483 △ 281 49 △ 355 △ 14,751

人口増減率 △ 1.36 △ 1.93 △ 0.68 △ 0.79 0.30 △ 1.98 △ 1.11

自 然 増 減 △ 370 △ 530 △ 14 △ 195 △ 37 △ 286 △ 8,396

自然増減率 △ 0.89 △ 1.24 △ 0.02 △ 0.55 △ 0.23 △ 1.60 △ 0.63

社 会 増 減 △ 197 △ 297 △ 469 △ 86 86 △ 69 △ 6,355

社会増減率 △ 0.47 △ 0.69 △ 0.66 △ 0.24 0.53 △ 0.39 △ 0.48


[image: image28.emf]表１４　１世帯あたりの世帯人員　総数

（単位：人）

波 佐 見 町 2.85小 値 賀 町 2.03

東 彼 杵 町

2.84

五 島 市

2.08

雲 仙 市

2.70

新上五島町

2.09

南 島 原 市

2.63

長 崎 市

2.18

川 棚 町

2.58

対 馬 市

2.25

長崎県平均　2.35

多数（上位５市町） 少数（上位５市町）


８　県内異動

県内の異動状況は転入20,998人(前年20,982人)、
転出20,958人(前年21,031人)であり、その内日本人
は転入20,619人(前年20,513人)、転出20,581人(前
年20,546人)であった。

市町別で見てみると、転入超過数が最も多かったのは大村市(825人)で次に長与町(113人)、佐々町(84人)、諫早市(80人)と続き、２市５町が転入超過となっている。

一方、転出超過数が最も多かったのは佐世保市(△270人)で、次に南島原市(△169人)、平戸市(△122人)、長崎市(△103人)、西海市(△95人)の順で10市３町において転出超過となった。（図８参照）
なお、島原市では、転入数と転出数が同数で、増減はなかった。
※異動人口調査における社会動態で県内の転入、転出につい
ては同数になるべきではあるが、毎月１日現在で算出してお
り、転出後、転入未届の場合等があるため、同数とならない。
９　年齢別異動

　　令和２年１月から12月までの１年間の年齢５歳階級別異動を見ると、県内異動の最多階級は、転入転出とも25～29歳で転入3,074人(全体の14.9％、以下同じ)、転出3,081人(15.0％)となっており、以下、転入は20～24歳の2,582人(12.5％)、30～34歳の2,447人(11.9％)と続き、転出は20～24歳の2,586人(12.6％)、30～34歳の2,448人(11.9％)と続いている。（表１１参照）

　 県外異動の最多階級は、転入転出とも20～24歳で転入4,088人(18.4％)、転出6,422人(23.1％)となっており、以下、転入は25～29歳の3,424人(15.4％)、30～34歳の2,434人(10.9％)と続き、転出は25～29歳の3,898人(14.0％)、15～19歳の3,684人(13.3％)と続いている。（表１２参照）


また、県内異動の状況については、各年齢階級の転入数と転出数がほぼ同じになるが（「８ 県内異動」の※参照）、県外の異動状況については、20～24歳（△2,334人）、15～19歳（△1,931人）では、転出数が転入数を大幅に上回るが、60～64歳（159人）、65～69歳（114人）など転入数が転出数を上回った年齢層もある。（図９、図10参照）

１０　世帯

令和３年１月１日現在の長崎県の世帯は557,683世帯で、この１年間に384世帯減少した。

市町別でみると最も増加したのは、大村市(632世帯)で、次いで諫早市(246世帯)、長与町(122世帯)などの８市町で増加し、長崎市(△590世帯)、佐世保市(△358世帯)、対馬市(△156世帯)、平戸市(△142世帯)などの13市町で減少している。（表１３参照）

県全体の１世帯当たりの世帯人員は2.35人で前年(2.36人)より0.01人減少している。市町別１世帯当たりの世帯人員が最も多かったのは波佐見町(2.85人)で、最も少なかったのは小値賀町の(2.03人)である。（表１４参照）
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